	26年12月号
	法改正のニュース
	Ｖｏｌ.036


■今月のテーマ
高額療養費の自己負担額（70歳未満）が改正
（平成27年1月の診療から標準報酬月額による3区分から5区分に細分化）
　

○平成26年12月までの自己負担額
	標準報酬月額
	自己負担額
	多数該当

	①53万円以上
	150,000円＋（医療費－500,000円）×1％
	83,400円

	②50万円以下
	80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
	44,400円

	③市区町村民税の非課税者
	35,400円
	24,600円


　※自己負担額とは、年齢及び標準報酬月額により設定

※多数該当とは、療養を受けた月以前１年間に同一世帯で3ヶ月以上の高額療養費の支給を受けている場合で4ヶ月目から自己負担額が軽減
○平成27年1月からの自己負担額
	標準報酬月額
	自己負担額
	多数該当

	①83万円以上
	252,600円＋（医療費－842,000円）×1％
	140,100円

	②53万円以上
	167,400円＋（医療費－558,000円）×1％
	93,000円

	③28万円以上
	80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
	44,400円

	④26万円以下
	57,600円
	44,400円

	⑤市区町村民税の非課税者
	35,400円
	24,600円


　（70歳以上75歳未満の方の自己負担額については、変更はありません。）
参考：高額療養費の払戻期間
協会けんぽの申請日から3ヶ月から4ヶ月程度要します。
（入院等で高額見込の場合、事前に限度額認定証を作成しておくことで払戻申請は不要）
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担当：岩村




一言：「経営者の方、役職の高い方は自己負担額が上がり、標準報酬月額26万円以下の方は自己負担額が下がります。」


　　　





ご質問・ご相談は・・・久保経営労務管理事務所


〒635-0081　奈良県大和高田市高砂町7-17　シェラ・スール島402


ＴＥＬ/ＦＡＸ：0745-53-8553　メールアドレス：sr_kubo@ybb.ne.jp







































































